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阪神・淡路大震災における死亡の関連要因についての研究
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　阪神・淡路大震災において，どのような状況の人が震災の被害者になりやすかったかを明らか

にするために，震災死亡者に関する記述疫学的分析とケース・コントロール研究による関連要因

に関する分析を行った。本研究は，性，年齢，家屋の損壊状況を調整した後でも，震災による死

亡のリスクを高める，あるいは，低めるような要因が存在するかどうかを確認することを目的と

した。対象地域は西宮市とした。記述疫学的分析において，年齢と家屋の損壊状況が死亡のリス

クに強く関連することが明らかになった。すなわち，高齢であることと全壊であることが死亡へ

のリスクを著しく増加させた。ケース・コントロール研究ではケースは西宮市で震災により死亡

したもの全員とした（1,104人）。コントロールは，震災による死亡者を除いた西宮市民から死亡

者と性，年齢，家屋被災状況，住所地をマッチングさせたものケース1に対して1人，合計

1,104人とした。解析に用いた関連要因は，80歳以上の一人暮らし老人であるか否か，65歳以上

の要介護者であるか否か，身体障害者（障害程度等級1～2級）であるか否か，精神薄弱者（児）

であるか否か，特定疾患をもっているかどうか，生活保護を受給しているかどうか，公害医療手

帳の有無の7項目であった。これらの要因の有無は，震災前日時点の情報を用いた。性，年齢と

家屋の損壊状況についての変数をマッチング変数とした条件付き多重ロジステッィク回帰分析に

より，身体障害者であることが震災による死亡のリスクを1.9倍高めることが明らかになった。

家屋が全壊した以外の者に限った分析では，このオッズ比が5.6に上昇した。
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